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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハンドル（１２）と、前記ハンドル（１２）に接続された車輪（１６）と、前記車輪（
１６）に接続され、かつガスセンサ（１８）に接続された嗅気口（２８）を備える平坦な
カーペット部材（１４）とを備える、地下のガス管におけるガス漏洩を検知するためのカ
ーペットプローブにおいて、
　前記車輪（１６）がカーペットプローブが備えるただ一つの車輪（１６）であり、地面
上を転がるように構成されており、
　前記カーペット部材（１４）および前記車輪（１６）間の接続部が、少なくとも２つの
互いに直交する自由軸（６２，６６，６８）を備える
ことを特徴とする、カーペットプローブ。
【請求項２】
　請求項１に記載のカーペットプローブであって、前記車輪（１６）は、前記ハンドル（
１２）および／または前記カーペット部材（１４）が接続された車軸（２４）に取り付け
られている、カーペットプローブ。
【請求項３】
　請求項２に記載のカーペットプローブであって、前記ハンドル（１２）は、フォーク（
２０）または他の接続要素を介して前記車輪（１６）の両側または片側で、前記車軸（２
４）に接続されているカーペットプローブ。
【請求項４】
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　請求項３に記載のカーペットプローブであって、回転条件において、前記フォーク（２
０）は前記車軸（２４）の周りで回転可能であり、前記フォーク（２０）および前記車軸
（２４）間の相対回転を制限する係止機構（３２）が発動する係止条件に移行させること
が可能である、カーペットプローブ。
【請求項５】
　請求項２に記載のカーペットプローブであって、前記カーペット部材（１４）は可撓性
を有し、前記カーペット部材（１４）を支持するフレーム部材（２６）を介して前記車軸
（２４）に接続されている、カーペットプローブ。
【請求項６】
　請求項５に記載のカーペットプローブであって、前記フレーム部材（２６）は、前記車
輪（１６）の両側または片側で前記車軸（２４）に接続された弓状部材または他の接続部
材である、カーペットプローブ。
【請求項７】
　請求項５または６のいずれか１項に記載のカーペットプローブであって、回転条件にお
いて、前記フレーム部材（２６）は前記車軸（２４）の回りで回転可能であり、前記フレ
ーム部材と前記車軸（２４）間の相対回転を制限する前記係止機構（３２）が発動する係
止条件へと移行可能である、カーペットプローブ。
【請求項８】
　請求項４または７のいずれか１項に記載のカーペットプローブであって、前記係止機構
（３２）は、係止条件において、前記ハンドル（１２）と前記カーペット部材（１４）の
相対回転を制限するように構成されている、カーペットプローブ。
【請求項９】
　請求項４，７または８のいずれか１項に記載のカーペットプローブであって、前記車軸
（２４）に対する前記ハンドル（１２）の特定の回転位置で、前記ハンドル（１２）を前
記車輪（１６）から離れる方向に引っ張ることによって前記係止機構（３２）が発動する
ように構成されている、カーペットプローブ。
【請求項１０】
　請求項４に記載のカーペットプローブであって、前記係止機構（３２）が、前記フォー
ク（２０）にピン（３４）を備え、前記車軸（２４）に孔（３６）を備え、またはピンと
孔の設置される部材がその逆である、カーペットプローブ。
【請求項１１】
　請求項７に記載のカーペットプローブであって、前記係止機構（３２）が、前記フレー
ム部材（２６）にピン（３４）を備え、前記車軸（２４）に孔（３６）を備え、またはピ
ンと孔の設置される部材がその逆である、カーペットプローブ。
【請求項１２】
　請求項４に記載のカーペットプローブであって、前記係止機構（３２）が、前記車軸（
２４）における第１の平坦な係合面（４０）と、前記フォーク（２０）における第２の平
坦な係合面（４２）を備え、前記２つの係合面が回転条件においては係合せず、前記係止
機構（３２）が係止される条件となると、すべり係合される、カーペットプローブ。
【請求項１３】
　請求項７に記載のカーペットプローブであって、前記係止機構（３２）が、前記車軸（
２４）における第１の平坦な係合面（４０）と、前記フレーム部材（２６）における第２
の平坦な係合面（４２）を備え、前記２つの係合面が回転条件においては係合せず、前記
係止機構（３２）が係止される条件となると、すべり係合される、カーペットプローブ。
【請求項１４】
　請求項４、１０、１２のいずれか１項に記載のカーペットプローブであって、前記フォ
ーク（２０）が前記車輪（１６）の両側で前記車軸（２４）と係合することを特徴とする
、カーペットプローブ。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１項に記載のカーペットプローブであって、前記カーペット
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部材（１４）および／または前記ハンドル（１２）は、前記車輪（１６）に対し着脱自在
であり、および／または前記ガスセンサ（１８）が前記ハンドル（１２）に対し、着脱自
在に接続されている、カーペットプローブ。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか１項に記載のカーペットプローブであって、前記カーペット
部材（１４）が、前記カーペット部材（１４）の中心またはその近傍で前記カーペット部
材（１４）を支持するフレーム部材（２６）に接続されていることを特徴とする、カーペ
ットプローブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、地下のガス管におけるガス漏洩を検知するためのカーペットプローブに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　カーペットプローブは平坦（扁平）で、大部分が可撓性のカーペット状部材からなり、
ガスセンサに接続されたガス取入口を備える。カーペット部材は車輪に取り付けられ、車
輪に対して回転自在である。車輪は、その地下でのガス漏洩が懸念される地面に沿って、
プローブを押し引きするためのハンドルに接続されている。車輪は地面を転がって、プロ
ーブが押し引きされる。その際、カーペット部材は地面に沿ってスライドし、漏洩がある
場合、地下の漏洩個所から漏れ出たガスが、地面とカーペットの間に溜り、ガス取入口に
流入する。ガス取入口は、典型的には、カーペットの中央に位置するテーパー状の（先細
の）開口であって、ガスセンサに接続されており、これによってガス取入口から流入した
ガスは、センサによって検知される。地面から漏洩するガスを最大限集めるためには、カ
ーペットが、可能な限り地面の近くにあって、その形状に適合しうることが最も重要とな
る。カーペットと地面の間に間隙があると、取入口へ集められる前に、風や乱流によりガ
スが吹き飛ばされる可能性がある。間隙が大きいほど、空間が大きいほど、このようにし
て、失われるガスも多くなる。
【０００３】
　多数（複数）の車輪を備えた公知のカーペットプローブの構造は、その機動性を限定す
るものであり、特に、でこぼこした地形では限定が大きく、位置替えのためには、カーペ
ットプローブを地面から持ち上げる必要がある。カーペットプローブを持ち上げると、カ
ーペットは、車輪およびハンドルに対して回転自在であるので、車輪とハンドルから吊り
下がることになる。これは、地面に沿ってカーペットプローブを押し引きし得るためには
必要なことである。プローブを押す際には、ハンドルとカーペット部材の角度は、カーペ
ットプローブを引く際とは異なる角度をとる必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第４７９７６１８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、良好なガス収集能力を有し、機動性の高い、漏洩検知用カーペットプローブ
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のカーペットプローブは、独立請求項１の特徴によって定義される。
【０００７】
　従って、このカーペットプローブは複数の車輪ではなく、単一の車輪のみを備える。こ
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の単車輪構造により、プローブの移動および転向（turning：回動）は、これに対応する
ハンドルの移動または転向により、容易に行うことができる。操作中のハンドルの転向お
よび、これによるプローブの転向は、手首を動かすだけで行うことができる。そのため、
プローブ転向時の回動半径を小さくすることができる。さらに、この単車輪構造により、
プローブのガス取入口を縁石の直上で走行させることが可能になる。これは、従来の多輪
構造では、１つの車輪が車道を走行する一方で、他の車輪が歩道を走行すると、結果とし
てカーペット部材と縁石が摺動することとなるので、不可能であった。
【０００８】
　プローブの単車輪は、ハンドルおよび／またはカーペット部材を取り付けられるだけの
十分な長さで、車輪の片側または両側に突き出した車軸を備えることが好ましい。ハンド
ルは、車輪の片側または両側で車軸に回転可能に接続されたフォーク（叉状部材）を介し
て、車軸に取り付けられてもよい。カーペット部材は、好ましくは金属または金属と同様
に十分な剛性を有する材料からなる、弓状部材（bow element）を介して車軸に接続され
てもよい。この弓状部材は、片方または両方の自由端が車軸に取り付けられた状態で、カ
ーペット部材を支持する。
【０００９】
　「弓（ボウ）」や「フォーク」といった用語が意味するところは、それぞれ、両側で車
軸に取り付けられた二方支持サスペンションに限定されず、部材を車軸端の一方のみに取
り付けた形式の、一方支持サスペンションも含むものである。
【００１０】
　弓状部材およびフォークは、回転条件において、フォークが車軸の周りを弓状部材に対
して相対的に回転可能なように車軸に取り付けられている。これにより、使用者の後方で
カーペット部材を引いたり、または、使用者の前でカーペット部材を押すために、カーペ
ット部材に対して異なる角度で、ハンドルを配置することが可能である。
【００１１】
　ハンドルと、カーペット部材の相対回転が制限されるように、フォークおよび弓状部材
を相互に係止する係止機構が設けられることが好ましい。
【００１２】
　カーペットがハンドルに回転可能に固定されることで、カーペットは車軸から縦に吊り
下がらないので、この係止条件により、よりわずかな、鉛直方向のハンドル移動で、カー
ペットプローブを地面から持ち上げることができる。また、係止機構によってカーペット
部材がより水平的な位置に係止されることにより、フェンスまたは庭の塀等の障害物を超
えてカーペットを持ち上げた後、地面または植生の上で適切に配置し直すための空中での
カーペット操作がより容易になる。
【００１３】
　第１の実施形態において、車軸に対する弓状部材の回転が制限されるように、弓状部材
が車軸に固着され、フォークは車軸に回転可能に取り付けられており、これによって、フ
ォークおよびハンドルが車軸およびカーペットプローブに対して回転自在となるよう構成
されている。この実施形態においては、係止条件でフォークおよび車軸を共に係止する係
止機構が設けられる。係止条件において、ハンドルは車軸に回転可能に係止される。これ
によって、車軸および弓状部材に対する、フォークおよびハンドルの回転が制限される。
【００１４】
　これに代わる実施形態では、フォークが車軸に固着される一方で、弓状部材は車軸に回
転可能に取り付けられている。回転条件において、フォーク／ハンドルと車軸間の相対回
転は制限されているが、弓状部材および車軸間の相対回転は可能である。そして、係止条
件において、弓状部材と車軸を共に係止する係止機構が設けられている。
【００１５】
　係止機構は、ハンドルを持ち上げるときに簡単に係合するように構成されていることが
好ましい。 設計に応じて、ハンドルが引位置または押位置のいずれかにあるときに、カ
ーペットプローブは重力に従って移動して、特定の係止条件まで車軸を回転させ、その位
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置で、係止機構が係合する。また、さらなる回転がなければ係止機構の係合が起こるとき
に、ハンドルを持ち上げる前に車軸に対して適切な角度で回転させてもよい。これはピン
および孔の形状によって実現することができる。ピンは、それぞれ、車輪の両側において
、フォークまたはボウの各端に取り付けられていてもよく、車輪の両側において、これに
対応する相補的な孔が車軸に設けられていてもよい。当然、この配置は逆に設けられても
よい。すなわち、車軸にピンを、フォークまたは弓状部材に孔を設けてもよい。係止条件
においては、このピンは孔内に係合し、フォーク／弓状部材と車軸を共に固定するが、回
転条件では、ピンと孔は互いに係合しない。
【００１６】
　あるいは、係止条件においてのみ係合し、回転条件においては係合しない相補的な係合
面が、車軸およびフォーク（または弓状部材）にそれぞれ設けられてもよい。係止時には
、平坦な係合面の係合により、車軸とフォーク間の相対回転が制限される。
【００１７】
　例えば、車軸の係合面は、車軸の外周上で軸方向に垂直に切り込まれた平行なスロット
（溝）によって実現されてもよい。この溝の最奥部は、平坦な係合面を構成する。このフ
ォークまたは弓状部材の係合面は、車軸と、フォークの係合面間の角度がスライド係合を
可能とする特定の相対回転位置においてのみ、車軸の係合面と係合する。ハンドルが持ち
上げられる際、下方への重力が車輪および車軸に作用し、車輪および車軸をハンドルから
離れさせる。それぞれの特定の回転位置において、車軸およびフォークまたは弓状部材上
の２つの係合面は、相対回転を制限しながら、互いに沿ってスライドし、係合状態に至る
。
【００１８】
　フォーク（または弓状部材）の係合面は、隆起部（またはスロット）の一部であり、カ
ーペットプローブを地面から持ち上げる際に、重力によって車軸がこれに係合するもので
あってもよい。このようにして、係止条件において、車軸は隆起部／スロット内に係止さ
れるが、車輪が再度地面に設置されると、車軸が隆起部（ｙｏｋｅ）からはずれ、固定係
合からはずれて、２つの係合面が係合していない回転可能な状態となる。
【００１９】
　カーペットプローブは、プローブの交換が可能となるように、車軸に対し着脱自在な構
成とされていてもよい。同様に、ハンドルも車軸および／またはフォークに対し、着脱自
在であってもよい。また、ハンドルの上端に取り付けられてハンドルに担持されるガスセ
ンサも、センサの位置変更や交換を可能とするため、ハンドルに対し、着脱自在であるこ
とが好ましい。
【００２０】
　好ましくは、カーペット部材を支持するフレーム部材は、カーペット部材の重心など、
カーペット部材の中心またはその近傍に接続されている。これにより、引きずられる際の
摩擦抵抗や、フレーム部材および車軸からの引張力によって引張される際に、カーペット
部材が地面から持ち上げられるリスクが低減される。
【００２１】
　カーペット部材は、少なくとも２つの互いに直交する自由軸を備えたサスペンション（
吊り具）によって運搬されることが好ましい。フレーム部材はこのサスペンションの一部
であってもよい。この構成のために、カーペットプローブが急な角を回って転向するとき
でも、カーペット部材は各自由軸の周りを回転でき、地面上での平坦性を維持できる。
【００２２】
　第１の自由軸は、車輪の車軸と平行であってもよい。その際、第１の軸は水平で、かつ
プローブの移動方向に対して垂直となる。これにより、カーペットに持ち上げ方向の力を
かけなくても、カーペット部材に対するハンドルの角度を変更することができる。
【００２３】
　第２の自由軸はカーペット部材とフレーム部材との取付部分に位置するものであっても
よい。その際、第２の自由軸は水平で、かつプローブの移動方向に対して平行である。こ
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のことは、フレーム部材がカーペット部材の中心に接続されているときには特に好適であ
る。第２の自由軸によって、 車軸とカーペットの間の剛性部材を軽く押すと、カーペッ
トに回転方向の力をかけなくても、車輪とともに回転させることができる。
【００２４】
　また、好ましくはカーペット部材の中心（重心）に位置する、カーペット部材とフレー
ム部材の取り付け部に、第３の自由軸が配置されてもよい。第３の自由軸は水平で、かつ
移動方向に対して垂直であり、第２の自由軸に対して垂直となる。第３の自由軸により、
カーペット部材を回転させずとも、車輪を転向するときに軸心の先端の上下移動に合わせ
て上下移動するように、車輪軸およびカーペット部材の間を堅固に固定することが可能で
ある。第３の自由軸により、車輪の向きを変える際に、カーペット部材に回転方向の力を
かけなくても、車軸とカーペットの間の剛性連結部材を車軸端の上下動にあわせて上下さ
せることができる。
【００２５】
　少なくとも２つの互いに垂直な自由軸により、カーペット部材を操作することで車軸が
傾いた際でも、カーペット部材を平坦かつ地面に対して平行に保つことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】カーペットプローブを示す図である。
【図２】図１における矢印IIで示す部分の詳細を示す図である。
【図３】別の係止機構の回転条件における状態を示す図である。
【図４】図３に示す係止機構の係止条件における状態を示す図である。
【図５】図１に矢印Vで示す部分の、使用時における、上面図である。
【図６】図１に矢印VIで示す部分の概念を示す側面図である。
【図７】さらなる実施形態において図６の状態を示す図である。
【図８】図７に矢印VIIIで示す方向から見た図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
　カーペットプローブ１０の１つの実施形態は図１に示されている。このカーペットプロ
ーブ１０は、長手方向に伸びる円柱状のハンドル１２と、平坦なカーペット部材１４と、
一個の車輪１６と、およびハンドル１２の上端に接続されたガスセンサ１８を備える。
【００２８】
　ハンドル１２は、軽量かつ安定した形状を得るため、炭素繊維から形成されている。セ
ンサ１８を担持する上端部の反対に位置する下端部において、ハンドル１２は、フォーク
２０に接続されている。フォーク２０は、車輪１６を設置するための、平行配置された二
つの端部を備えている。車輪１６を支持する車軸２６は、前記のフォーク２０の２つの端
部２２により保持される。
【００２９】
　金属製の弓状部材（ボウ）で形成されたフレーム部材２６は車軸２４に接続されている
。フレーム部材２６は、車軸２４とフレーム部材２６との相対回転が生じないように、車
軸２４に回転自在に固定されている。フレーム部材２６は平坦なカーペット部材１４を支
持し、カーペット部材２６を車軸２４に固定する。
【００３０】
　カーペット部材１４はその中心または中心近傍に、ガスセンサ１８に接続された、上方
に向かってテーパー状に細くなる漏斗型の嗅気口（sniffing inlet）２８を備える。取入
口２８の漏斗へと吸い込まれたガスは、ガス管３０を介してセンサへと導かれる。このよ
うにして、センサ１８は、取入口２８に流入するガスの分析または検知を行うことができ
る。
【００３１】
　係止機構３２は、係止条件において、車軸２４とフォーク２０とを回転可能に固定し、
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これにより、車軸２４およびフォーク２０の相対回転を防止する。回転条件においては、
係止機構３２は係合解除され、車軸２４およびフォーク２０の相対回転が可能になる。係
止機構３２の第１の実施形態は図２に示されており、係止機構の第２の実施形態は図３お
よび図４に示されている。
【００３２】
　図２の実施形態に係る係止機構３２は、フォーク２０の各端２２にピン３４を備え、車
輪１６の両側で、車軸２４を貫通する孔３６を備える。２つのピン３４は、ピン３４が孔
３６と整列する特定の回転位置で、２つの孔と係合する。
【００３３】
　図２には、車軸２４およびフォーク２０の相対回転が可能となる回転条件での係止機構
３２が示されている。ハンドル１２が上方に引かれると、ハンドル１２およびフォーク２
０がそれぞれ持ち上げられる。図２に示されるように、ピン３４および孔３６が整列する
と、ピン３４は孔３６へすべり入る。すると、係止機構３２は係止条件となり、ピン３４
と孔３６の係合により車軸２４およびフォーク２０の相対回転が妨げられる。
【００３４】
　係止条件では、ハンドル１２を鉛直上方に移動させることにより、カーペットプローブ
１０を地面から持ち上げることができる。固定係合により、カーペット部材１４とハンド
ル１２の相対回転が妨げられる。この固定係合によって、カーペット部材１４が重力によ
り落下し、車軸２４から鉛直下方に吊り下がることが防止される。むしろ、この固定係合
により、図１に示されるように、カーペット部材１４の横水平方向への配向が維持される
。
従って、カーペット部材１４が車軸２４から縦方向に吊り下がる場合には必要となるほど
、カーペットプローブ１０を持ち上げる必要はない。
【００３５】
　カーペットプローブ１０を所望の位置として、車輪１６が地面に置かれると、ピン３４
が孔３６から係合解除されて、係止機構が解除され、カーペットプローブ１０が再び回転
条件になり、カーペット部材１４およびハンドル１２間の相対回転が可能となる。カーペ
ット部材１４とハンドル１２の相対回転により、ハンドル１２を押し引きすることによっ
て、車輪１６およびカーペット部材１４を地面上で移動させることが可能になる。図１に
は、ハンドル１２が使用者によって引っ張られ、地面上でカーペット部材１４を引っ張っ
ている状態のカーペットプローブ１０が示されている。回転条件では、使用者が地面上で
カーペット部材１４を押し動かすことができる角度へ、ハンドル１２を容易に転向するこ
とができる。
【００３６】
　図３には、別の形態の、係止機構３２の断面図が示されている。図２に示される第１実
施形態の開口３６に代えて、車軸２４には、車軸２４の中心に対して対向し、互いに平行
なスロット（溝）３８が、車軸２４の両側に設けられている。車軸２４は、車輪１６の両
側に、それぞれ２組のスロット３８を備えている。スロット３８は、車軸２４の外周から
、軸方向に対して垂直に切り込まれている。各スロット３８は、平底の係合面４０を形成
し、これは図４に示すように、対応するフォーク２０上の相補的係合面４２と係止条件に
おいて係合する。
【００３７】
　平坦な係合面４０は車軸２４のスロット３８により形成される。係合面４２は隆起部４
４の反対側に形成される。フォーク２０の両端のそれぞれにおいて、各一個の隆起部が形
成される。
【００３８】
　カーペットプローブ１０が空中に持ち上げられると、車軸２４はスロット３８と隆起部
４４との係合によりフォーク２０に固定される。このとき、車軸２４の係合面４０はフォ
ーク２０の係合面４２に沿ってスライドし、図４に示されるように係合する。この係止条
件において、面４０，４２の係合により、車軸２４およびフォーク２０間の相対回転が妨
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げられる。
【００３９】
　カーペットプローブ１０が地面に置きなおされると、車輪１６が接地し、車軸２４が隆
起部４４からはずれて、フォーク２０に対して持ち上げられ、図３に示す回転条件となる
。この回転条件において、車軸２４はフォーク２０に対して回転自在である。
【００４０】
　第１の急速切断連結部４６は、ハンドル１２からセンサ１８を脱着できるように、ハン
ドル１２の上端に設けられる。第２の急速切断連結部４８は、ハンドル１２からフォーク
２０および車輪１６を急速に脱着できるように、反対側のハンドル１２下端に設けられる
。これにより、異なるプローブまたは取替え用のプローブをハンドル１２に取り付けるこ
とが可能である。
【００４１】
　図５には、歩道５２を縁取る縁石５０上において、どのように容易に、カーペットプロ
ーブを操作し得るのかが示されている。縁石５０に隣接する道路５４の高さ（レベル）は
、縁石５０の高さおよび歩道５２の高さより低いので、従来の多輪式カーペットプローブ
は、縁石５０上では操作できない。従来型の多輪式カーペットプローブでは、一つの車輪
がプローブの片側にある構造により、縁石５０の上方に、または縁石５０と歩道５２との
接合部の上方に嗅気口２８を配置し得ることが制限されるので、縁石５０と歩道５２との
接合部から漏出するガスは、しばしば検知することができない。しかしながら、本発明に
記載の単車輪構造により、嗅気口２８を縁石５０の上方、または縁石５０と歩道５２との
接合部の上方で走行させることが可能である。車軸２４の中心に位置付けられた車輪１６
により、カーペットプローブ１４の中心近くに配置された嗅気口２８を、簡単に所望の道
筋上に向けることができる。
【００４２】
　図６には、嗅気口２８が位置するカーペット部材１４の重心で、カーペット部材１４が
フレーム部材２６に接続されていることが示されている。この構成では、カーペットプロ
ーブが使用者によって動かされると、図６の矢印５６の方向に引張力が生じることとなる
。カーペット部材１４とカーペット部材１４下の地面の間の摩擦により、図６の矢印５８
の方向に抗力が生じる。よって、抗力は引張力５６のほぼ反対方向にかかり、これにより
接続点において生じる鉛直方向のつり上げ力が比較的小さくなる。結果として、可撓性の
カーペット部材１４は、接続点（カーペット部材４の重心）の前の地面に、および後方の
地面の近傍に留まる。
【００４３】
　従来の先行技術のカーペット部材は、一方の端で車輪の車軸に直接取り付けられている
。結果として、カーペット部材と地面との引きずり摩擦が抗力を生じると、カーペットは
地面から持ち上げられ、カーペットは、車軸と尾端部の間で伸びることになる。この構成
では、カーペットが地面に直接置かれていない場合に、風や乱流によって多くのまたは大
部分のガスが吹き飛ばされるので、地面から漏出するガスをカーペットが集める能力が大
幅に制限される。
【００４４】
　他方で、本発明は、フレーム部材２６を介して、車軸２４とカーペット部材１４中心の
接合点との間を堅固に固定する。したがって、引張力の方向５６および抗力の方向５８間
の角度が、先行技術の解決方法におけるものよりも小さいので、カーペットが伸ばされた
り引きあげられたりしない。当業者にとっては、先行技術の解決方法の車軸の下に剛性の
連結部材を付与することにより、軸心の下方に接合点を下げることは自明に思えるかもし
れない。しかしながら、その場合、石などの障害物を乗り越えるカーペットプローブの能
力が大幅に制限される。本発明では、車軸下の自由高さを地面から車軸の全距離とし、接
続点をさらに後方へ移動させて、車輪が障害物を乗り越えられ、その際、カーペットの前
縁を持ち上げられるようにすることで、この問題は解消している。
【００４５】
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　図６に記載の実施形態は、カーペット部材１４の前端が車軸２４に緩く取り付けられて
いる構成を含んでいる。この取付部は図６の矢印６０によって示されている。例えば、車
輪が縁石上に乗り上げて車軸２４が持ち上げられる場合、カーペット部材１４の前部にお
ける取付部６０により、カーペット部材１４は縁石等の大きな障害物上に持ち上げられる
。
【００４６】
　図７および図８には、カーペット部材１４と車輪１６との間の取付による連結部が、カ
ーペット部材１４がその周囲を回転し得る３つの自由軸を備える実施形態の概念図が示さ
れている。図６に示されている前述の実施形態にもあるように、フレーム部材２６はカー
ペット部材１４の重心位置において、カーペット部材１４置に取り付けられている。第１
の自由軸６２は車輪軸２４に対して平行であり、水平であって、かつ移動方向（図７の矢
印６４）に対して垂直である。第１の自由軸６２により、カーペット部材１４を吊り上げ
なくとも、ハンドル１２はカーペット部材１４に対して異なる角度に保持される。
【００４７】
　第２の自由軸６６は図８に示されている。第２の軸６６は、フレーム部材２６およびカ
ーペット部材１４の接合部においてカーペット部材１４の重心に配置されている。第２の
自由軸６６は、水平で、かつ移動方向６４に対して平行である。これにより、カーペット
部材１４に回転方向の力を加えることなく、車軸２４およびカーペット部材１４間の剛性
の連結部材２６が、軽く押された際に、車輪と共に回転するようにできる。
【００４８】
　図７に示されているように、第３の自由軸６８も、フレーム部材２６およびカーペット
部材１４間において、カーペット部材１４の重心に配置されている。第３の軸は、水平で
、かつ移動方向６４に対して垂直である。この第３の軸は、第１の軸心６２に対して平行
であり、第２の軸６６と直交する。第３の軸６８により、車輪１６を転向するときまたは
隆起した障害物を超えるときに、カーペット部材１４と車軸２４間の剛性の連結部材は、
カーペット部材１４に回転方向の力を加えることなく、車軸２４の先端の上下移動に合わ
せて上下移動することができる。
【００４９】
　全体として、自由軸により、カーペット部材を操作することで車輪軸２４が傾いたとき
であっても、カーペット部材は平坦でかつ地面に対して平行に保たれる。第２および第３
の自由軸６６，６８は、カーペット部材１４の重心に取り付けられることにより、自動的
にカーペット部材１４がバランスと水平性を保つことを可能にしている。
　なお本発明は、実施の態様として以下の内容を含む。
〔態様１〕
　ハンドル（１２）と、前記ハンドル（１２）に接続された車輪（１６）と、前記車輪（
１６）に接続され、かつガスセンサ（１８）に接続された嗅気口（２８）を備える平坦な
カーペット部材（１４）とを備える、地下のガス管におけるガス漏洩を検知するためのカ
ーペットプローブにおいて、
　前記車輪（１６）がカーペットプローブが備えるただ一つの車輪（１６）であり、地面
上を転がるように構成されていることを特徴とする、カーペットプローブ。
〔態様２〕
　態様１に記載のカーペットプローブであって、前記車輪（１６）は、前記ハンドル（１
２）および／または前記カーペット部材（１４）が接続された車軸（２４）に取り付けら
れている、カーペットプローブ。
〔態様３〕
　態様２に記載のカーペットプローブであって、前記ハンドル（１２）は、フォーク（２
０）または他の接続要素を介して前記車輪（１６）の両側または片側に接続されているカ
ーペットプローブ。
〔態様４〕
　態様３に記載のカーペットプローブであって、回転条件において、前記フォーク（２０
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）は前記車軸（２４）の周りで回転可能であり、前記フォーク（２０）および前記車軸（
２４）間の相対回転を制限する係止機構（３２）が発動する係止条件に移行させることが
可能である、カーペットプローブ。
〔態様５〕
　態様２に記載のカーペットプローブであって、前記カーペット部材（１４）は可撓性を
有し、前記カーペット部材（１４）を支持するフレーム部材（２６）を介して前記車軸（
２４）に接続されている、カーペットプローブ。
〔態様６〕
　態様５に記載のカーペットプローブであって、前記フレーム部材（２６）は、前記車輪
（１６）の両側または片側で前記車軸（２４）に接続された弓状部材または他の接続部材
である、カーペットプローブ。
〔態様７〕
　態様５または６のいずれか一態様に記載のカーペットプローブであって、回転条件にお
いて、前記フレーム部材（２６）は前記車軸（２４）の回りで回転可能であり、前記フレ
ーム部材と前記車軸（２４）間の相対回転を制限する前記係止機構（３２）が発動する係
止条件へと移行可能である、カーペットプローブ。
〔態様８〕
　態様４または７のいずれか一態様に載のカーペットプローブであって、前記係止機構（
３２）は、係止条件において、前記ハンドル（１２）と前記カーペット部材（１４）の相
対回転を制限するように構成されている、カーペットプローブ。
〔態様９〕
　態様４，７または８のいずれか一態様に記載のカーペットプローブであって、前記車軸
（２４）に対する前記ハンドル（１２）の特定の回転位置で、前記ハンドル（１２）を前
記車輪（１６）から離れる方向に引っ張ることによって前記係止機構（３２）が発動する
ように構成されている、カーペットプローブ。
〔態様１０〕
　態様４または７～９のいずれか一態様に記載のカーペットプローブであって、前記係止
機構（３２）が、前記フォーク（２０）または前記フレーム部材（２６）のぞれぞれにピ
ン（３４）を備え、前記車軸（２４）に孔（３６）を備え、またはピンと孔の設置される
部材がその逆である、カーペットプローブ。
〔態様１１〕
　態様４または７～９のいずれか一態様に記載のカーペットプローブであって、前記係止
機構（３２）が、前記車軸（２４）における第１の平坦な係合面（４０）と、前記フォー
ク（２０）または前記フレーム部材（２６）における第２の平坦な係合面（４２）をそれ
ぞれ備え、前記２つの係合面が回転条件においては係合せず、前記係止機構（３２）が係
止される条件となると、すべり係合される、カーペットプローブ。
〔態様１２〕
　態様３～９のいずれか一態様に記載のカーペットプローブであって、前記フォーク（２
０）が前記車輪（１６）の両側で前記車軸（２４）と係合することを特徴とする、カーペ
ットプローブ。
〔態様１３〕
　態様１～１２のいずれか一態様に記載のカーペットプローブであって、前記カーペット
部材（１４）および／または前記ハンドル（１２）は、前記車輪（１６）に対し着脱自在
であり、および／または前記ガスセンサ（１８）が前記ハンドル（１２）に対し、着脱自
在に接続されている、カーペットプローブ。
〔態様１４〕
　態様１～１３のいずれか一態様に記載のカーペットプローブであって、前記カーペット
部材（１４）が、前記カーペット部材（１４）の中心またはその近傍で前記カーペット部
材（１４）を支持する前記フレーム部材（２６）に接続されていることを特徴とする、カ
ーペットプローブ。
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〔態様１５〕
　態様１～１４のいずれか一態様に記載のカーペットプローブであって、前記カーペット
部材（１４）および前記車輪（１６）間の接続部が、少なくとも２つの互いに直交する自
由軸（６２，６６，６８）を備える、カーペットプローブ。
【符号の説明】
【００５０】
１０　　カーペットプローブ
１２　　ハンドル
１４　　カーペット部材
１６　　車輪
１８　　ガスセンサ
２０　　フォーク
２２　　フォーク端部
２４　　車軸
２６　　フレーム部材
２８　　嗅気口
３０　　ガス管

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】
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